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 文明の としての や
の果たす役割とは何なのでしょうか？ 

 
皆様、こんにちは。 

なつみと言います。 

この冊子の案内係です。よろしくね♡ 
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 これらの の役割は、多くの 運動家の
方々が騒ぎ立てるような、 や
にあるのではありません。 
 次に述べるように、 なのです。 
 すなわち、 の役割には、 
 
 (1) 
  ① 女性（特に、少女や若い女性）を不特定多数の人びと（特
に、男性）による や などから 。 
   
  ② 老いた女性が(男に捨てられて) や に 
陥ることから 。 
 
   
 などがあり、さらに、 
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 (2) これらの は、 （ ）と を
支える として してきたものであるた
め、 、それらの を し、そこに蓄積さ
れた と を とみなして、 と
の態度を しなければならないのです。 
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 こうして、祖先の経験の蓄積の結果としての婚姻制度の中
に宿る、智恵と美徳を模倣し、維持し、かつ改善していく

、 の ・ ・ が保障され、女性
が するための のです。 

 

 ですから、 しても、女性が幸福になる保障
など ！ 
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 慎重に、冷静によく考えてみましょう。 

 の主たる である、 

・「 」 

・「 」 

・「 」 

・「 」「
」 

・「 」等々 

 の主張の中に、私たちをより善き人生
へと導いてくれる や が
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 それらは既存の を のに役立つ で
あるとしても、その古い制度を破壊した 、女性を真の自
由や幸福へと導くための智恵も美徳も、経験や模範も、

。 

 は既に の を察知
されたのではないでしょうか？  
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 それでは、ここから の （＝ ）を概
観してみましょう！ 

 は、表向きは「 」や「女性
の権利」や「女性の幸福」のため、などを唱えますが、その背
後には、 （＝ ）が存在します。 

 を ためにはまずその
を なのです。 
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（フランス） 
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＊ 注意してください！ 
率直に言うけれど、ルソー君の思想はす
べてが正常でない（＝すべてが狂ってい
る）ので、真面目に吸引すると自分が
狂っちゃうから、聞き流しましょう！ 
 



の思想 

  

① （野生動物）が だ！ 
② だから、人間にとって、 が「 」であり、

(とその など)は「 （＝ ）」だ！  

③ 人間には ・ ・ などは だ！ 

  ⇒ ≪ ≫ 

④ の は 、 の ・
を とせよ！ 

  ⇒ ≪ ≫   

（以上が、 著『 』における
の主旨。） 
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の思想(つづき) 

  

 ⑤ 文明社会の教育はすべて だ！ 

    による の は だ！ 

       ゆえに、 を ！ 

    ⇒ ≪ ≫ 

    同じく も ！  

    ⇒ ≪ ≫ 

    ⇒ 子供は ！ 

       ＝≪ の奨励≫ 

（以上が、 著『 』における
の主旨。） 
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の思想（つづき） 

 

 ⑥ の「 」とは、 無法・無道徳・無財
産の、 することを指す。学校教育に
おける「自然学習」のことではない。（『エミール』） 

 ⑦ 文明人は「 」となる
よう （＝ ）されねばならない！（『エミール』＆
『社会契約論』） 

 ⑧ そのためには、「 」＝「 」を「 」する「
（ ）」＝「 （ ）」が必要である。 

 そして立法者＝ である！ （『エミール』＆『社会
契約論』） 
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の思想（つづき） 

 

 このように とは （＝
）及び による の の

であった！ 

 そして の や
の は、その教義を忠実に した、

の「 」＝「 」であった！ 

 

 Question.  

 ルソーの精神は、正常ですか、異常ですか？ 
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           （ドイツ） 

 
マルクス／エンゲルスの共著『共産党宣
言』の教義のほとんどは、ルソー『人間
不平等起源論』の教義の模写と言えます。
また、ロシア革命はフランス革命の模倣
であり、そのことはレーニンの口癖でも
ありました。 
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の思想 

  

 ／ 『 』の教義は、 の教義
において、 

 「 」 ⇒ 「（ ） 」 

 「 」   ⇒ 「 （ ）」 

 「 」   ⇒ 「 （ ）」 

 などと置換すれば、その思想の繫がりが明瞭となります。 

 ＊ この事実だけでも、 を継承する や
その後の その他の の

が透けて見えるはず。 



の思想(つづき) 

  

 の は が を するた
めに だから せよ！ 

  

 ① 「 」 

  ⇒ ≪ ≫ 

 ② 「 」から「 」へ 

  ⇒ ≪ ＝ ≫で 。 

  ⇒ ≪ ＝ ＝ ≫で 。 

  つまり、≪ ≫が理想！ 
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の思想(つづき) 

 

 ③ や も の であるから、 

  ⇒ ≪ ≫にせよ！ 

  ⇒ ≪ ≫が第一目標！ 

  

 ＊ は「 の 」という を
とする。  

 すると、②③の思想も の では、（
）「 」と表現されるが、語られる世界も用語法

も であり、 が到来するまでの
では 。 
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 の思想(つづき) 

 

 ④ 親からすべての児童を引き離して で育てよ！ 

  ⇒ ≪ の ≫ 

  ⇒ ≪ ≫ 

  ⇒ ≪ ≫ 

 

 ⑤ 

  ⇒ ≪ ≫  

  ＊現在の での 叩き、 、
の のベースはこれらの 。 
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の思想(つづき) 

  

 （＊ 『 』より） 

 ⑥  （妻や子供への） の （ ）
の継続期間 の が、 の（反転）

なのだ！ 

  ⇒ ≪ ≫ 

  ⇒ ≪繁殖期の 》が婚姻の

 ＊ 但し、これらの論理も「
」

という を としており、
から、 にとっては、

。 
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の思想(つづき) 

 

 （＊ 『 』より） 

  ⑦ （＝ 生産）の神聖視。 や 

（＝ ） は、“ ”であり女
性の「 」を する！ 

   ⇒ ≪ ≫ 

   ⇒ ≪ ≫ 

    そのためには、≪ ≫ 

   ⇒ と の
！ 
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なつみは頭がクラクラして、吐き気がし
ます。彼らの教義の影響を受けたフェミ
ニズムが未だに猛威を振るっている日本
国の現状を見れば、日本国の未来はどう
なるのかとゾッとします。日本国民が早
急に目覚めて即、対応策をとらないと手
遅れになるでしょう。 
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（ロシア） 
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レーニンはロシア革命直後にチェーカー
（KGBの前身）を創設し、“法”によらな
い無制限の逮捕・拷問・処刑を実行しま
たが、それを「革命のための（反転文明
的な）正義である！」と堂々と主張でき
た狂人（真の悪人）でした。 
 



の「 」

 

 【1917年】  の誕生。 

 【1917年12月】 は を布告。 

 ⇒ 夫婦のどちらか一方が役所に申し出れば、
ようになった！ 

 は同時に、 から、 、 、 の
した！ 

 【1920年11月】 理由を問わず申し入れがあれば即、
が認められるようになった！ 

 

（詳細は、 『 』 参照。） 
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の「 」 (つづき) 

 

 の「 」は、 が子供を親から切
断して するのが目的であった。 

 子供は ではなく 「 」が成長の主
たる場と定められた。 

 レーニンの没後の【1926年】 

 “ ”が され、 の『
』に従った「 」が された。それは、「

」の容認でもあった。 

 

（詳細は、 『 』 参照） 
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 の「 」 (つづき) 

 

 の の施行の結果、 が急騰的
に した。 

 ・ ・ ・ ・ ・  
などの 。 

  

 筑波大学名誉教授 曰く、 

 「（ソ連共産党の） は、 と
なしには、 が起こり、子供は

を身につけることが ことを証明した。」   

（詳細は、 『 』 参照。） 
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 私たち人間にとって、“ ”や“ ”の果たす ・
（＝ ）とは何なのでしょうか？ 
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 ここで、私たちにとって家と家族の果たす役
割について簡単に学習しておきましょう！ 
  



 

 

 (1) 人間は、 （ ）だけでなく、 （祖父

母）、さらに （曾祖父母）・・・と繰り返す
を認識することで が期待できるので

す。 

 

 (2) では、健全な が になって

いなければ、世代を経るうちに、 は して す
る運命を辿り、 のです。 
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 (3) 人間の は、過去から する や

の土壌において生命を得ており、この
は、主として （ ）を として され

ていくのです。 

 

 (4) の の によって の と

（すなわち と ）に
対する とが認識され、

が されるのです。 
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 (5) から「 」された は を

、 したバラバラの （ ）となり、
このように は、 が に課
す法律や命令に 社会における個人間の繫が
りを 。 

 こうして は し、「 」へと至
るのです。 
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自然社会 
自然人 

（自然社会に） 

家族は不要。 
財産も不要。 

（野生動物の） 
出会頭の交尾（＝文明
社会ならばレイプに相
当！）が理想型。 

学校教育は不要。 
家庭教育も不要。 
（＝親は子供を育てるな。 
文明人は子供を教育する
な。） 

共産主義者 
から成なる 
共産社会 

家族の廃止。 
私的所有（私
有財産の廃
止。 

（共産社会という仮構
上での） 
 経済的配慮が不要の
恋愛婚が理想。 
 ＊ つまり、発情期（＝
愛情・性愛だけ）の交
尾・仔育て期間の同棲
が理想型。 

コミューン型共同体の子育
てが理想。 
（＝親は子供を育てるな。  
社会で子供を育てよ。） 
 ＊ 何故なら社会で労働す
る女性が聖なる人間だから。 

ソ連共産党 
の支配する 
共産主義国 

ロシア革命後、
ソ連で家族解
体政策を実践。 

法律婚を廃止し、事実
婚の法制化。 
 
 ＊ 結果、家族解体、
少年犯罪が急騰的に
上昇（掠奪・破壊・殺
人・不登校・女生徒の
レイプetc.）した。 

ソ連共産党が一括して子供
を共産主義者 
（＝共産党の教義に絶対服
従の新人間）に育て上げる
管理教育（ピオニール）を実
践。 
（＝教義に反する親は子供
が党に密告・告発せよ！） 37 
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ここからは、フェミニズムの教義を、先に概観した邪
悪な源流思想との関連で分析します。フェミニズムと
は既成の社会秩序の破壊と男女（特に子供）の人格破
壊を目論む大変怖い思想です。 
 文明の自生的制度の破壊行為は女性を不幸にするだ
けで、女性を幸福にする根拠も保障も何一つ持ち合わ
せていません。 

 の本質は先に学んだ
にあり、表向きの教義---「 」・「

」・「 」を守る！---などとは
です。

ここから、 ・ ・ の
と の を見ていきましょう！ 
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日本国におけるフェミニズムの２つの系譜（系譜①） 

 

 【系譜①】 「性器・性交教育」へ流れる系譜。 

  ルソー    マルクス／エンゲルス    レーニン 

    （ほか、フロイト左派マルクーゼ、ライヒなど） 

    「性器・性交教育」  

 【主な目的】 

 淫乱・色情狂の人間へと日本国の子供の人格を荒廃さ
せ、日本人の性道徳の紊乱、責任ある婚姻・子育て・家族
扶養の不能人間の増産と離婚・家族解体の促進など。 

 ⇒ 社会秩序の崩壊 

 ⇒ （子孫なし、無法、無秩序となり、）日本国は消滅  
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日本国におけるフェミニズムの２つの系譜（系譜②） 

 

 【系譜②】 「ジェンダー・フリー（教育）」へ流れる系譜。 

 ②－１ 

 （ルソー／マルクスなど    ） 

 平等主義／社会主義    （米国ウーマン・リブ    ） 

        フェミニズム 

 ②―2 

（フロイト／ニーチェ／ ハイデッガーなど） 

    ポスト・モダン    「ジェンダー・フリー（教育）」  

            （化合） 
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 （系譜② 「ジェンダー・フリー（教育）」への流れ） 

 

 【主な目的】 

 社会的・文化的に形成される「性差（ジェンダー）」が生得的
な性別（sex）をも自由に決定・変更できると妄想する！ 

 この系譜は「ジェンダー・フリー教育」を推進し日本国の子
供たちを人格改造／破壊と“性別”認識の不能に導くととも
に、他方では、社会制度や文化教育の破壊を実践する共産
革命運動である。 

 加えて①＋②＝③ LGBT共産革命も現在進行中。このま
ま放置すれば、近い将来、日本国は“必ず”崩壊へ至る。 
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フェミニズムの思想の系譜（ルート）を概観しました
が、ここからは各々の系譜の教義と教典の中身ついて
もう少し詳しく見ていきましょう。 

なお、フェミニズムをその思想系譜・教義・運動方針
などにより大きく三期（①婦人参政権要求などの女性
解放運動、②男女闘争・マルクス主義フェミニズム、
③ジェンダーフリー）に分けて概観してみます。 
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 【19世紀～20世紀半ば】 

 などの 運動・ 運動 

 著『 』など。 

 日本では主として、大正時代～昭和40年頃までの
として現われる。 

 代表人物 

 、 、 、  等々。 

  ⇔ は で上記人物らとは 。 

 （詳しくは、 『
』 など参照） 
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米国

米国での  
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 【1960年代～1970年代】 

 （ 運動、 ） 

 、 への 、女性として
の への と 。 

 に「 」条項の挿入を要求！ 

 【イデオローグ】 『 』 

 【主張】「 」 

 「 」 

 「女性が

（→根拠なしの ！の奨め）」 。 

 【運動団体設立】  

 女性解放運動団体 （ ）を設立。 
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 【イデオローグ】 『 』 

 【主張】 「 」  

 「 」 

 「私は何も とか、
とか ・・・

は 指揮下にあるべきだ（＝大切な夫だけには
従順であるべき） なのです」 

 ⇒ 【1970年代後半】 ウーマン・リブを粉砕！  

 （詳しくは、 『
』 など参照。） 
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 ● の転向 

 【1981年】 還暦を迎えた は著書『
』において「 」の から“

”へと （＝改心）を 。 

  ⇒ は、創設者 を「
」として ！ 

 【1997年】 6人の孫に囲まれた は著書『
』において、 

  「
」 

 と述べ、 した！ 

 （詳しくは、 『 参照のこと。） 
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 筑波大学名誉教授 曰く、 

 「妻が経済的理由において職業を持つことに、
。しかし、その が、専業主婦は

などとの であるのなら、それは
であろう。 、 、

。 

 また、職業を持つことは毎日の職場での仕事に束縛され、
自由を失い、体力を消耗し、子育てその他に手抜きが日常と
化し、それこそ＜収容所＞的な単調な生活に追い込まれる
ことになる（＝職業に就けば、即、女性は幸福になる！いう
わけではない）。」 （ 『

』 ） 
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 日本国では、「男性からの女性解放の 」が、
、 、 などの教義

と化学反応し を産み出した… 

 (1) ＋（ ） 

  ⇒ 「 」、「 」、「
」、「 」、「

」など の運動。 

 (2) ＋ （ ） 

  ⇒男性による女性の を解消するため、（自生的に成
長して現在に至った） などの や

をすべて せよ！ を すれば、
！という古色蒼然の 。 
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 (3) ＋（ ） 

  ⇒女性（ ）は、男性（ ）である！ 

 女性は男性（夫）の子供を産まされた上、家庭の

で されている！ 

  すなわち、（家父長制） とは、近代産業国家が 

恣意的に設計した である！ 

  ⇒ 女性を夫と子供への から するため、 を
せよ！ 
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 (4) ＋（ ） 

  ⇒ 親は など せよ！ 

  ⇒ の ！ 

 (5) 

    ＋（ ） 

    ＋（ 、 ） 

  ⇒ 

  ⇒ 、 へ 

 (6) 

    ＋（ ） 

  ⇒全女性の 。家・家族はその ！    
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１． （フランス） 

 【教義】 を主張！ 

 「 以外は、恣意的・人工的なものだから、
や は自由に 」 

 「男女の性別 （ ）が決定するから・・・ 」 

 「（自然人の）食卓のまわりに座る家族が、家族の で
ある」 

 はこの から様々な結論を導く。 

 (ｲ) は、女性に対する（自然でない恣意的
な） だから せよ！ 
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(ﾛ) 結婚（婚姻）に伴う（妻・母としての）女性の「
」や「 」は女性の であり だ！ 

 (ﾊ) 男女の （＝恣意的につくられた搾取構
造）から せよ！ 

  ⇒男女は（ルソーの自然状態のように） ？（完
全平等？）で ！ 

  ⇒ この教義が凶悪な へ発展していく。 

 ＊ ちなみに、 を とすれば、
のあらゆる は人工物だから とする。 

（ の思想の詳細は、 『
』勁草書房など参照。） 
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  曰く、  

 「（原始的な小さな流浪する集団や群れでの相互になじみで信頼の
おける）メンバーの活動を調整していたのは主として と
認識であった。この調整法は と の ‐‐‐自分自身のグ
ループのメンバーには適用されるがそれ以外には適用されない
‐‐‐に決定的に依存していた。それゆえ、これら のメン
バーは、孤立したらほどなく死んでしまうだろうという状態でしか生きら
れなかったのである。だから、 の記した原始的な個人主
義は である。未開の人は孤独ではない。彼の は
なのだ。＜ ＞など のである。 

  

 （次ページへつづく。） 
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（ の引用つづき） 

・・・（現在の文明の） が生み出されたことの主たる原因は、
に してきた 〔とりわけ 、 、

、 、 、 、 、そして 〕にあ
る。これらの は よりも 、 、そして によって

が、主として変更可能な （＝自由領域）を
指示する 〔「汝すべからず」〕から成っている。人類は の
求めることの実行をしばしば 、もはや出来事の （＝

）に を〔まずは縄張りを持つ部族内で、ついで
一層広い範囲にわたって〕 させ、 を ことによっ
て （＝大きな社会）を のである。 

 

（次ページへつづく。） 
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 （ の引用つづき） 

 このような は結果として新しい（「 」とは）異なる をつく
り上げるが、私は＜ ＞という言葉をそう したいのであって、そ
れは＜ ＞、すなわち を結合させ、その拡大の
妨害や阻止を代価として していた を ない
し するのである。」 

（『ハイエク全集Ⅱ－1「致命的な思いあがり」』春秋社、14～15頁） 
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 曰く、 

「（こうして文明社会の）われわれの誰もが、面識のない人びと、その存
在についてさえ知らない人びとの 、ひるがえって、

生きているのである。これらすべて
が のは、 や の 、すなわち 、

、そして のなかに である。
そこでは、自らが 、また制作した事物がどう機能す
るのかを理解しているという意味では

に ことによって、 のであ
る。」（同17頁） 
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 曰く、 

 「＜自然的〔natural〕・・・のラテン語の元来の意味は・・・
をあらわす動詞から派生している。・・・それゆえ、ある精神によって

のではなく を＜ ＞と呼
ぶのが であろう。

であって、この種
の を＜ ＞と呼ぶのは理に適っていると思われ
るのである。しかし、 は私がいま素描した自然法の理解をにわ
かには認めない。むしろ、それは＜自然的＞という言葉を・・・

とはしばしば対立する や に
なのである。 

 （次ページへつづく。） 
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 （ハイエクの引用のつづき） 

 ・・・もしも＜自然的＞が生得的ないし本能的を意味するために、また
＜人工的＞が設計の産物を意味するために使われるべきだとすれば、

〔例えば 〕は（人間の行為の結果で
はあるが、設計の結果ではない形成物・所産であるから、）明らかに

。それゆえ、それは＜ ＞のみな
らず、もちろん＜自然的＞〔すなわち本能的〕と＜人工的＞〔すなわち
理性的な設計の産物〕との にあるものである。こうして、＜自然
的＞と＜人工的＞の は、＜情念＞と＜理性＞の類似的
かつ関連する二分法---

---とならんで、 を決定する をもたらす
の決定的な についての
のである。 

 

 （次ページへつづく） 
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 （ の引用のつづき） 

 ・・・しかしこれらの を越えてゆけば、われわれは
の真の反対物が理性ではなく であることに気付くのであ
る。 の進化は、本能の進化の過程と理性のそれ
との にあって、

なのである。その種の は、事実
において のである。」 

（『ハイエク全集Ⅱ-1「致命的な思いあがり」』春秋社、212～213頁） 
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【基本教義】 ・ ・アパート・高速道路などの
による“ ”は である！ 

  (ｲ) （高度文明化）によって、男性は賃金
労働に、女性は ≪ ≫と
いう （搾取状態）に追いやられた！  

  この 、 の は
（男性）と （男性）は であった？ 

  (ﾛ) 女性が で営む「家事」、「買い物」、「子供のつめ
こみ試験勉強」「通勤」などの≪ ≫は

によるものであり ！ 

 （詳細は 『 』岩波書店など参照。） 
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【基本教義】 の は国民国家に適合するよ
うに、 が につくった

であり、 の （＝伝統） ！ 

  

 (ｲ) 「 」 は の による の
すなわち「 」は である。 

   の が、家の倫理が国の倫理に従属する
ように「 」 を のだ！  
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(ﾛ) は に固有の を説明する概念
として、 によって して使われてきた。『フェミ
ニズム辞典』では、 を「 、

」と定義している！ ⇒ 
ゆえに、 ！ ！ ！・・・ 

 (ﾊ) 「 」は日本版の（西欧） であり
！ 

   「 」＝「 」の（保守） は、その起源
を し存在を させ、「 」とみなすことでイデオロ
ギーを強化させた（にすぎない）！  
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(ﾆ) としての「 」は、男性にとっては であっ
ても、そこで愛と慰めを 女性にとっ
ては、“ ” ！ 

 (ﾎ) とは女性が「 」から「 」へと、
するための のことにすぎない？ 

 (ﾍ) が、 を の （聖域）と
して から したのは、
「 」 ！ 

 （詳細は、 『 』岩波書店
参照） 
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  曰く、 

 「 は、・・・言葉で表現できる＜命題知＞としてではなく、
＜ ＞ であった・・・言語それ自体の習
得の場合と同じように、個人は
ことによって、

 ・・・ を表現するのに十分なほど言語を発達させていな
い限り、 。 

 しかし、 、
のである。そして

とまず最初に試みた人たちは、
、 ことに没頭したので

ある。」 

 （『 「 』春秋社、103頁） 
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曰く、 

 「確立された あるいは を
することは、 であって、

。 

 ・・・明文化の過程は意図的でないけれども、実際に を
生みだす 。しかし、 はそのことによって
明文化されていないものに 、未だ明
文化されていないルールの し、 なのであ
る。 

 

 （次ページへつづく。） 
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（ の引用のつづき） 

 ・・・このように、 はそうした
に連なることが 。しかし、このことは

しようとする人たちは、 を
以上の仕事を （＝おこなわず、かつ）、それ以上
のことをする という信念に
であろう。そこでの仕事は誤りやすい人間がしばしば誤りを犯すであろ
うが、その遂行に際しては のである。」 

 （『 「 』春秋社、104～105頁） 
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筑波大学名誉教授 曰く、 

 「(A) いかなる も常に と が の
となる。 

 ： と を旗幟鮮明にした、
＜ ＞ 

 １． が、 。最高裁判所判決は、１０対５。この
＜ ＞の が にはない！ 

 ２．＜ ＞ の注入が、 における＜
＞＜ の ＞の 。実際に、

日本の十代、二十代は、 ・ や ・
が 。＜出産は が合わない＞と語る者（ ）

が過半数。 
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（ の引用のつづき） 

 「(B) を秘めた ＜ ＞は、
の 。 

 ※ 20～30年毎に新規運動を重ねていくのが、 の革命方
法。 

 １． は の＜ ＞ で、
に表に顔を出した。 

  ※ この分野では今、 から、 の＜
＞という を ことに、

。」 
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（ の引用のつづき） 

  「２． はかなり早い。 の 

翻訳出版や の など。 

 後者の一環で＜ （＝ ）＞キャンペー
ンもこの一つ。」 

 は、（ を規定してい
るが） やその を「 」「 」 ・・・（民
法の定義に）・・・「 」と「 」 「 」（の規定・定義は

） 、 は （する）。 

 ⇒

 （以上は、 、『 』より。） 
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 「 ／ 」イ のキャンペーン 

 ⇒ の に を 時から 。 

 ：『産まない選択』・『結婚と家族』 

 ：『出産ストライキ』 

  ：『女は結婚すべきでない』 

 ：『産まない女』 

 ：『おひとりさまの老後』 

 ：『産まない理由』 

 ：『ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨｳﾞ･ﾗｲﾂ』明石書店 

    ：『中絶技術とﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨｳﾞ･ﾗｲﾂ』 等々。 
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皆さん、フェミニズムの怖さが分かってきました
か？ 

でも最も怖いのは、これから学ぶ第三期フェミニ
ズム（ジェンダー・フリー）なのです。 

ジェンダー・フリーには、２つの流れがあるので、
注意して学んでくださいね。 



 

 

（ ） 

 【定義】 （後天的に） （と
いう ）。 

 ⇔ （生物学的・医学的・解剖学的） （sex） 

 （ ） 

 【定義】 日本国産の造語で、 

 （人間の）  ？？？ 

 （人間の男女の）「 」  ？？？ 

 とされる。 
75 



 ≪ の流れ①≫ 

 【1972年】 社会学者 （英）著『セックス、
、社会』（のジェンダー概念） 

 ⇒ （ｼﾞｪﾝﾀﾞｰとﾏﾙｸｽ主義を化合させた！） 

 ⇒【1989年】 が 講演 

 ⇒ （当時、 教授）ら 

  「 への 」を意図。 

  その を秘めた が、“ ” 

  【1999年6月】「 」が成立。 

 ＊ これは、 の名の下に、既存の
を し尽くす 。 
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 ≪ の流れ②≫  

 ② 【1972年】 米国の心理学者 が『
』（のジェンダー概念）を発表。 

 「 」を中心とするグループが、この
を の と させた！ 

 から と を して に
する の理論として結実！ 

 【1995年】 はﾌﾞｯｸﾚｯﾄ『 』を発行し、
“ ”となった。 

 ＊ こちらは、 に、 は （sex）に関
係なく と、 を教える

/ の 。 
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  1999年6月の「 」成立は、事実上、
の を意図した であった。 

 以下は、 （当時、男女共同参画審議会専門委員、
同ビジョン起草委員会委員であった）の著書『

』から を見る。 

 ◆ の「中立でない影響を及ぼす・・・社会にお
ける 又は 」とは税制や社会保障制度をはじめ、

、企業の 制度など
を想定している（同著 頁） 

 すなわち、

        ⇒ 
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 ◆ 「ビジョン」では「 」は の理念を社会
に根づかせ、 の達成
を目指すと言明（同 頁） 

 ⇒ すなわち、 とは、  

 第一に、「 （ ）しか持たない 」＝
「人種・民族・国家・分化・歴史、伝統及びその他一切の社会
的・文化的区別のない 」となり、 

 第二に、「 の人間」＝「
」となった、 

 の からなる のことであり、 

 とは、その目的達成を目指す
“ ”であるということ。 
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 ◆ 「ビジョン」が考える「 」「 」
は機会均等に 「 」を （同

頁）。 

 ⇒  明確に の意図。結果、
を志向する、 の としての「

」へと という意味。 

 ◆ 「ビジョン」の「 」という文章は、控えめな
表現をとってはいる 「 （

）を志向する」という意味であると
（同 頁）。 

 ⇒ すなわち、当時の も に
があるのを から ？ 
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 ◆ は「 が を規定するどころか、
が に 」ことを （同著 頁） 

 ◆ とは についての 、タテ
型の である（同 頁） 

 ＊ 。 

 が真実ならば、人間は に（＝社会へ）生れ出
ることが （ ）だろう。 

 について。 は ／ （ ）を
ことによって から現在の に至ったので

あり、それは、永い の の で された
な であって の が＜

＞「 （ ）」や「 」などと
こと自体が ！ 
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 曰く、 

 「 ・・・では、我々はもはや主として に奉仕する
のでも、 のでもない。だが、そこでは文明の幕
開け以前に存在したよりも 、いまはその生
命を保っている 、 、そして が したのであって、
その人々は 何千ものさまざまな 、自分の

何千もの人びととの ことに、
だが いそしんでいるのである。」 

 （『 「 』春秋社、204頁） 
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 曰く、 

 「拡張した秩序の創造それ自体が のではないのとちょうど
同じように、一般に宗教的から得られる支えが 涵養されたと
か、あるいはこれらすべてについてしばしば＜ ＞何かがあっ
たとか想定する理由はない。ある が、様々な の効
果を冷徹に しそれを して、 の＜ ＞によって
大衆を説得し、＜ ＞を飲み込ませ、それによって彼らの
支配者の利益を肥やすのに と考えるのはとり
わけ、 という本書での主張を考慮す
れば である。」 

 

 （次ページへつづく。） 
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の引用のつづき） 

 「基本的な宗教的信念の個々の変種の中からの選択が、しばしば世
俗的な たちの によって決められたのは であ
る。しかも時として、世俗の支配者たちは 、時には
すら宗教的な下支えを のだが、これらはしばしば、

---はたして、ある に が所望
のルールを あろうかについてのどんな問題よりも、

が の問題が であるよ
うな --- に関わるも
のであったろう。」 

 （『 「 』春秋社、207～208頁） 
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 曰く、 

 「 その他が に

（① 。② 。③
。④ 。） 

というのは であるが、このことはまた、かつて が発
想し得たかもしれない 、可能な の

のである。それゆえ、どんなルールに従おうとも、われ
われは であろう。 

 ・・・もしも、理由の分からないこと、また要求される意味で（上記の4
条件の意味で）正当化を与えられない とすれ
ば、おそらく 。」 

 （ 『 「 」』春秋社、100頁） 
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 （ 『 』から） 

 ◆ 従来、性染色体がXYであれば （＝男性）、XXであれ
ば （＝女性）と考えられてきたが、分子生物学的な研究に
よって、 。（ 頁） 

 ＊ 少なくとも、 は人間の性別（sex）が
を している。 

  

 ◆ 性別（sex）は男性と女性という を 、
のようなも

のと捉えた方が「 」なのだ！（ 頁） 

  ⇒ 吸引の ！ か？ 
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 （ 『 』から） 

 ◆ 「 」では「 のない
」という が置かれた。（ 頁） 

 

 ◆ 「様々な の中に残されている の考
え方を 、 がどのような生き方を選択
しても、それに対して 働くような を

」という が提示され、 が提案
された。( 頁） 
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 （ 『 』から） 

 ① への民法改正の早期実現。 

 ② に係る税制、国民年金での雇用者の
（第3号被保険者）、 のあり方や 間での年

金権の分割、健康保険の などの問題、企業の
等を、 見直す。 

 ③ 性別による偏りに のある を
。 

 ◆ ビジョンによれば
制度も、また

その前提や機能面での
中立性を問われ 。 
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 （ 『 』から） 

＊ 以上のように、 『 』の
説明によれば、 （及び

 当時の担当部局： ）は、 

  などの

  （＆その ）への からの
（ ） 

  （＝現存の の ・
すべて）に対する

 等の “ ”であったの
はもはや明らか。 

 ゆえに、全国の は、次の を起こそう！ 

 を せよ！ 

 政府組織？ も ！ 
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 【イデオローグ】 

  （米国） 

 【1972年】 （ｼﾞｮﾝｽﾞ･ﾎﾌﾟｷﾝｽ大学の
）が、著書『 』において、（仮説）「社会

的・文化的に形成しうる性差（ジェンダー）」を発表。 

 この仮説の （症例）は で、それはデイ
ビッド・レイマーと名乗る1965年生まれの のケー
スであった。 

 この唯一のケースに関する （マネーの論文の ）は、
著『 』（ ）に詳細

に記載され、 した。 
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 【事件の概要】  

 （＝デイビッド）は、生後７か月のとき、医療事故で
ペニスを失い、生後21か月の1967年に のアドバ
イスに両親が承諾し、睾丸と陰嚢を切除して に

した。 

 ブレンダの性転換後の経過観察に関する の
主旨は、

、 、
というものであった。 

 （マネーは言った） 

 「（ブレンダは）5歳になると・・・すでに を
好み、 を飾ったり・・・ であるのを

」（ 『 』人文書院、118頁） 
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 しかし、この報告は であったことが『
』（ ）で明らかにされた！ 

 実際には は、 

 ・ ２歳の誕生日にドレスを とした 

 ・ ４歳の時に化粧をされるのを

 ・ ６歳の時にマネーのところで性自認テストを受け、「
」と した（この記録は大学に保存された）。； 

 ⇒ すなわち、ブレンダが６歳の 、 の
証拠は が、 は 『

』で
ことになる。 
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 は、 

 ・ 11歳の時には自分の性を生まれた時の
した。 

 ・ 15歳の時に した（1980年） 

 ⇒ 「 」の科学的根拠は
！ 

  （以上の に関する記述の詳細は、
『

』グラフ社、第八章「 」を
参照のこと。） 
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 【イデオローグ】 

  （フランス） 

  主著 『 』 『 』など 

 【教義】 が子宮をもって 光景（ 、
）を とする 。 

 ◆ は 、 を という
に ために ＜ ＞にすぎない？ 

 母性が＜ ＞であるなら、母親が乳児（子供）を育てる
、 や である！となる。 

  ⇒ の、≪ ＆
（＝ ） ≫となった。 
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 （ 狂言集。『 』より） 

 ◆ 今日女性たちは生殖を自分で制御できるようになり、
を持つ。だからといって

女性は自分の運命を＜母親＞という条件に 。
男性を 、 。（ 頁） 

 ⇒ の「 」の基礎。 

 ◆ は、 のうちの一つ（ 頁） 

 ⇒ 。 

 ◆ 社会が 、 の を幼児に
貼りつける 、男性性／女性性が ！( 頁） 

 ⇒ 歴史上、いつ、どの社会の、誰が、権威的・恣意的に
男性性／女性性を し、 したかの を
明確に述べないなら、 「 」！ 
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 （ のつづき） 

 ◆ 誰もが と の
し、自分の を大切にする。（271頁） 

  ⇒ の性差の と全く同じ 。 

 ◆ な性質の私たちは自分を と考えてい
るので、 ！（ 頁） 

  ⇒ひどい 。（全人類的） の か？ 

 ◆ 現在は遠慮や謙遜を装う時ではない。無能と意欲の減
退は不幸で だから、 を「 」
しなければならない。（ 頁） 

  ⇒ を要求。 、
。だが、これは ではなく、必ず

に至る！ 
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 （ のつづき） 

 ◆ 母親はわが身どころか命までも子供に与えることが絶
対に 。今日の社会では母性について
のこのような考え方は 。（ 頁） 

 ⇒ も、 も、（
は、 ） ならば、
・ を 。 （ ）も 。 

 ◆ 人が子供を産むのは であり、
させ、 。子供を欲しがる気持ち

は で である。（ 頁） 

 ⇒ 万が一動機がそうであっても、 から見れば、
し、 し、 ・ し、夫や子供に する は、

よりも であるが。  
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 （ のつづき） 

  ◆ 多くの は をした。・・・実
際、夫婦が孤独の治療薬になるなどというのは

。・・・最悪の であるこの と闘うために、私たちは
、 ことを学ぶ。それは

ことだ。（ 頁、 頁） 

  ⇒ は が生まれて となり、さらに が生れ、
つねに夫婦二人のままとは し、二人のままで

、 であること とは
。 

 また、すべての人間が、独り に生き、
ことに努めたとしても、必ずしも目的が期待どおりに成就し、

満足のいく人生を送れる保障など、 。 
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 （ のつづき） 

 ◆ ほど ものはない。そしてまた
ことほど 。 の であるべ

き がそこに見出されることは から。（ 頁） 

 ⇒ の意義、 の意義は、 、 、
、 ・・・と もの。 

 そもそも、 の は のみで捉えるの
ではなく、 が から生じる 、

として ごとに、 べき。 

 そうすれば、「 」とか「
」などという は、人生の早い段階の観察だけ

から簡単には引き出せない。誰も自分が思うほどには、
について 。   
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（ のつづき） 

  

 ◆ （男性が）女性たちから 方法がもう一
つある。 ・・・それは である。

。（ 頁） 

 ⇒ 「 」。 の領域。 

 ◆ 近い将来人類は、---科学の発見のおかげで---
を自分のものにすることが

。「人間」は ？いや 「 」の で
ある。（ 頁） 

 ⇒ 「 （ ） ！」の 。これが
「 」の 。 

  

  

  

 

      

  

100 



 筑波大学名誉教授 曰く、 

 「＜ ＞が駆使するマジック〔手品〕的語句には、
＜ ＞のほか、もう一つある。＜ ＞〔性的欲望、
性行為、sexuality〕」である。 においては、この＜

＞に、＜
＞という をもたせて、これによって人為的・強制的に

しようとしている。 

 ＜ ＞を だと示唆することを通じ
て、 ＜ ＞を する（バトラーの）詭
弁の書『 』などを＜権威ある書＞と、

が持上げるのは、このためである。 

 （ 次ページへつづく。） 
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（ の引用のつづき） 

 〔＝ 〕すら、 ＜ ＞〔＝ 〕に
だの、 すら

だの、と煙に巻く（ラカーの著）『 』も、
に関する “ ”を する、 の『

』を後継する にすぎない。 

 ・・・自然的・生物学的・医学的な男女間の性愛を、非科学・非生物・
非医学に を脇から応援する一群の著作もある。男女間
性愛そのものを＜ ＞とか＜
＞と する、 に狂った による＜

〔 〕＝ 、 ＝ の言説である。 

  

 （ 次ページへつづく。） 
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（ の引用のつづき） 

 ・・・＜ ＞をわざわざ意味不明な＜ ＞と
、＜セクシュアリティ＞を振り回す の は・・・

それを＜性的欲望＞と訳せば、
からである。それを＜ ＞と訳せば、そ

の逆に、男女間の性愛や性行為は との、
。つまり、

、という ことができる。 

 の解体をするための ＜
＞に された は、自らの

を、 と思い込まされる。その結果は
と にある、 、

“ ”が だろう。それは・・・
であり、（男女）いずれも

。」 

 （ 『 」』徳間書店、132～134頁） 
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 本ブログの内容は  筑波大学名誉教授の下記著作の圧縮・再構
成版にすぎません。 

 の詳細について、さらに学びたい読者は 先生の著書
を熟読してください。 

  著 

 ① 『教育を救う保守の哲学』 徳間書店 

 ② 『国が亡びる---教育・家族・国家の自壊』 徳間書店 

 ③ 『与謝野晶子に学ぶ---幸福になる女性とジェンダーの拒絶』グラフ社 

 ④ 『民主党大不況---ハイパー・インフレと大増税の到来』清流出版 
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